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六
年
半
前
、
相
双
地
区
の
海
岸
防
災
林
が
あ
の
東
日
本
大
震
災
の
津
波
で
流
さ
れ
た
状

況
を
目
の
当
た
り
に
し
た
時
、
ど
ん
な
言
葉
を
も
っ
て
も
表
現
で
き
な
い
ほ
ど
の
衝
撃
を

受
け
ま
し
た
。
国
道
六
号
を
車
で
走
ら
せ
る
と
、
思
い
だ
に
し
な
か
っ
た
光
景
が
広
が
り

ま
し
た
。
眼
前
に
は
す
ぐ
海
が
見
え
、
こ
れ
ま
で
当
た
り
前
に
景
色
を
作
っ
て
い
た
緑
豊

か
な
松
林
が
、
如
何
に
ふ
る
里
の
日
常
風
景
だ
っ
た
か
と
思
い
知
ら
さ
れ
た
の
が
、
昨
日

の
こ
と
の
よ
う
に
思
い
だ
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
、
海
岸
防
災
林
の
造
成
は
、
植
栽
工
事
も
含
め
活
気
が
で
て
き
ま
し
た
。
こ
の
海

岸
防
災
林
に
は
、
よ
り
強
固
な
防
災
・
減
災
機
能
が
必
要
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
加
え
、

私
ど
も
造
園
業
者
と
し
て
専
門
的
な
技
術
・
技
能
で
よ
り
や
さ
し
く
美
し
い
景
観
づ
く
り

を
発
信
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
意
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
失
わ
れ

た
海
岸
防
災
林
に
は
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
心
を
寄
せ
、
多
く
の
人
た
ち
の
手
で
植
栽
活

動
が
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
ま
さ
に
官
民
一
体
と
な
っ
た
復
興
へ
の
大
き
な

う
ね
り
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
新
し
い
松
林
が
、
穏
や
か
な
日
常
の
光
景
に
な
る
に
は

長
い
歳
月
を
要
し
ま
す
。
今
後
、
私
た
ち
に
は
、
海
岸
防
災
林
を
機
能
的
に
も
景
観
と
し

て
も
、
手
入
れ
の
行
き
届
い
た
状
態
で
繋
い
で
い
く
責
任
と
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　

更
に
、
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
を
お
迎
え
し
て
の
第
六
九
回
全
国
植
樹
祭
、
必
ず
意
義
あ

る
式
典
と
し
て
オ
ー
ル
福
島
で
成
功
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
こ
の
式
典
会
場

雫
地
区
か
ら
二
〇
㌔
㍍
地
点
に
あ
る
浪
江
町
両
竹
地
区
と
双
葉
町
中
野
地
区
の
両
域
に
わ

た
り
「
復
興
祈
念
公
園
」
の
設
置
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。「
生
命
（
い
の
ち
）
を
い
た
み
」

「
事
実
を
つ
た
え
」「
縁
（
よ
す
が
）
を
つ
な
ぎ
」「
息
吹
よ
み
が
え
る
」
を
基
本
理
念
と
し
、

東
日
本
大
震
災
で
犠
牲
と
な
っ
た
人
々
と
と
も
に
、
こ
の
ふ
る
里
で
、
暮
ら
し
を
共
に
し

た
動
物
た
ち
の
失
わ
れ
た
命
を
も
深
く
追
悼
す
る
鎮
魂
の
場
で
あ
り
、
震
災
の
記
憶
と
教

訓
を
継
承
す
る
ア
ー
カ
イ
ブ
拠
点
施
設
、
避
難
を
さ
れ
て
い
て
も
地
域
の
歴
史
や
民
俗
芸

能
で
縁
（
よ
す
が
）
を
つ
な
い
で
い
く
。
そ
し
原
発
事
故
の
影
響
を
受
け
た
こ
の
場
所
で
、

新
し
い
公
園
の
周
辺
か
ら
、
人
々
の
力
強
い
息
吹
き
に
満
ち
た
町
が
よ
み
が
え
る
こ
と
を

織
り
込
ん
で
い
ま
す
。

　

浜
通
り
も
こ
の
よ
う
に
海
岸
防
災
林
の
進
捗
、
第
六
九
回
全
国
植
樹
祭
の
開
催
、
復
興

祈
念
公
園
の
整
備
等
、
緑
に
よ
っ
て
い
よ
い
よ
心
の
復
興
の
音
が
響
い
て
き
た
よ
う
で

す
。
白
砂
青
松
の
美
し
い
風
景
が
目
に
浮
か
ん
で
き
ま
す
。

一般社団法人　福島県造園建設業協会　
会長　諸　井　道　雄

白砂青松
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平
成
三
十
年
六
月
十
日
（
日
）
に
開
催
す
る
第
69
回
全
国
植
樹
祭
の

参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
南
相
馬
市
で
開
催
さ
れ
る
全
国
植
樹
祭
の

式
典
行
事
や
記
念
植
樹
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
式
典
行
事
で
は
、

天
皇
皇
后
両
陛
下
に
よ
る
お
手
植
え
・
お
手
播
き
や
、
福
島
の
復
興
・

再
生
を
テ
ー
マ
と
し
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、

記
念
植
樹
で
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
津
波
で
大
き
な
被
害
を
受
け

た
海
岸
防
災
林
を
再
生
す
る
た
め
、
ク
ロ
マ
ツ
や
コ
ナ
ラ
な
ど
を
植
樹

し
ま
す
。

　

応
募
方
法
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
電
子
申
請
か
、
応
募
用
紙
の

郵
送
又
は
持
参
で
の
申
込
と
な
り
ま
す
。
申
込
受
付
期
間
は
、
平
成
二

九
年
十
月
二
日
（
月
）
～
十
一
月
三
十
日
（
木
）
で
す
。

　

応
募
資
格
は
、
福
島
県
内
在
住
で
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
現
在
で

満
十
八
歳
以
上
の
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
満
六
歳
以
上
十
八
歳
未
満

の
方
の
参
加
に
は
、
保
護
者
の
承
諾
が
必
要
で
す
。

　

募
集
人
数
は
約
千
五
百
人
で
、
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り

ま
す
。

　

な
お
、
当
選
し
た
方
に
は
平
成
三
十
年
一
月
頃
か
ら
結
果
を
通
知
し
、

併
せ
て
参
加
の
意
思
確
認
を
再
度
行
い
ま
す
。
こ
の
確
認
に
応
じ
て
い

た
だ
け
な
い
場
合
は
、
当
選
を
無
効
と
し
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
他
応
募
に
関
す
る
詳
細
は
、
第
69
回
全
国
植
樹
祭
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
開
し
て
い
る
応
募
ガ
イ
ド
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

た
く
さ
ん
の
方
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

植
樹
祭
の
新
し
い
ポ
ス
タ
ー
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

全
国
植
樹
祭
の
開
催
日
が
平
成
三
十
年
六
月
十
日
（
日
）
に
決
定
し

た
こ
と
か
ら
、
新
し
い
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
ま
し
た
。
背
景
が
空
色
と

な
り
爽
や
か
な
雰
囲
気
と
な
っ
た
新
ポ
ス
タ
ー
は
、
県
内
の
主
要
駅
等

で
掲
示
し
ま
す
。

第
69
回
全
国
植
樹
祭
の
参
加
者
募
集
！

第
69
回
全
国
植
樹
祭
福
島
県
実
行
委
員
会
事
務
局

（
福
島
県
農
林
水
産
部
全
国
植
樹
祭
推
進
室
内
）
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１　

は
じ
め
に

　

福
島
県
の
森
林
面
積
は
、
九
七
五
千
㌶

と
県
土
面
積
の
約
七
割
を
占
め
、
全
国
四

番
目
の
広
さ
を
誇
っ
て
お
り
、
豊
富
な
森

林
資
源
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

平
成
二
三
年
三
月
に
発
生
し
た
東
京
電
力

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
、

森
林
を
含
む
県
土
全
体
が
放
射
性
物
質
の

影
響
を
受
け
ま
し
た
。
本
県
で
は
、
多
く

の
人
々
が
森
林
と
と
も
に
暮
ら
し
、
林
業

を
生
業
と
す
る
生
活
を
営
ん
で
き
て
お
り
、

森
林
・
林
業
の
再
生
は
、
本
県
の
復
興
に

と
っ
て
大
変
重
要
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
本
県
で
は
平
成
二
五

年
度
か
ら
「
ふ
く
し
ま
森
林
再
生
事
業
」

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
県
民
生
活
に
お

け
る
安
全
・
安
心
の
確
保
、
森
林
・
林
業

の
再
生
に
向
け
て
、
県
民
の
理
解
を
得
な

が
ら
、
関
係
省
庁
が
連
携
し
て
、「
里
山
再

生
モ
デ
ル
事
業
」
に
よ
り
森
林
の
再
生
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

２　

森
林
に
お
け
る
放
射
性
物
質
の
現
状

　

本
県
で
は
、
平
成
二
三
年
度
よ
り
継
続

的
に
森
林
内
の
空
間
線
量
率
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
を
行
っ
て
お
り
、
三
六
二
箇
所
の
デ
ー

タ
に
つ
い
て
平
成
二
三
年
度
と
平
成
二
八

年
度
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
森
林
の
空
間
線

量
率
は
、
約
七
〇
㌫
低
減
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
森
林
内
の
放
射
性
物
質
は
、
時
間

の
経
過
と
と
も
に
、
樹
木

の
枝
葉
や
幹
な
ど
の
地
上

部
か
ら
林
床
の
落
葉
層
、

土
壌
表
層
へ
約
九
割
が
移

動
し
て
い
る
こ
と
が
、
国

や
県
の
調
査
か
ら
明
ら
か

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
（
詳
し
く
は
、
福
島
県

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
森
林
計

画
課　

新
着
情
報
「
平
成

二
八
年
度
森
林
に
お
け
る

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
結

果
」（
平
成
二
九
年
五
月

十
二
日
）
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。）

３　

里
山
再
生

　
　
　

モ
デ
ル
事
業

　

⑴　

背
景

　
　

平
成
二
八
年
三
月
九

日
、「
福
島
の
森
林
・

林
業
再
生
の
た
め
の
関

係
省
庁
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
」
の
第
二
回
会

合
に
お
い
て
、「
福
島

の
森
林
・
林
業
の
再
生
に
向
け
た
総
合
的

な
取
組
」
が
公
表
さ
れ
、
住
居
等
近
隣
の

森
林
の
着
実
な
除
染
や
日
常
的
に
人
が
立

ち
入
る
森
林
の
適
切
な
除
染
、
間
伐
等
の

森
林
整
備
と
放
射
性
物
質
対
策
を
一
体
的

に
実
施
す
る
事
業
を
推
進
す
る
こ
と
な
ど

が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

こ
の
中
で
、
モ
デ
ル
地
区
を
設
定
し
、

里
山
再
生
の
た
め
の
取
組
を
総
合
的
に
推

進
す
る
「
里
山
再
生
モ
デ
ル
事
業
」
に
関

係
省
庁
が
連
携
し
て
取
り
組
む
こ
と
と
さ

れ
ま
し
た
。

　

⑵　

実
施
状
況

　
　

関
係
省
庁
、
県
、
市
町
村
が
調
整
を
行

い
、
市
町
村
の
意
向
を
踏
ま
え
、
平
成
二

八
年
九
月
六
日
に
、
川
俣
町
、
広
野
町
、

川
内
村
、
葛
尾
村
、
平
成
二
八
年
十
二
月

二
二
日
に
相
馬
市
、
二
本
松
市
、
伊
達
市
、

富
岡
町
、
浪
江
町
、
飯
舘
村
に
お
い
て
、

こ
れ
ま
で
に
十
市
町
村
に
お
い
て
実
施
地

区
が
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

現
在
、
対
策
の
効
果
把
握
の
た
め
県
が

事
業
主
体
と
な
り
、
事
前
の
空
間
線
量
や

土
壌
濃
度
等
を
測
定
し
て
い
ま
す
。

福
島
県
森
林
計
画
課

福
島
県
森
林
整
備
課

■ 福島の森林・林業の再生に向けた総合的な取組（概要）

福島の県民生活における安全・安心の確保、森林・林業の再生に向けて、県民の理解を得な
がら、関係省庁が連携して、以下の取組を総合的に進めていく。

Ⅰ．森林・林業の再生に向けた取組

１．生活環境の安全・安心の確保に向けた取組

・住居等近隣の森林の着実な除染

・必要に応じ林縁から２０ｍ以遠の除染や土壌流出防止柵の設置

２．住居周辺の里山の再生に向けた取組

・里山等の森林について、地元の要望を踏まえて適切に除染

・広葉樹林や竹林等における林業の再生等の取組

・モデル地区を選定し、「里山再生モデル事業」を実施

３．奥山等の林業の再生に向けた取組

・森林整備と放射性物質対策の一体的な実施や実証事業などを推進

・放射線安全･安心対策のガイドブックを作成

Ⅱ．調査研究等の将来に向けた取組の実施

・放射線量低減の調査研究など、森林・林業の再生のための努力を継続

Ⅲ．情報発信とコミュニケーション

・地元自治体や住民に対し、丁寧な情報発信

・専門家の派遣など、コミュニケーションにより、安全・安心を確保

福島の森林・林業の再生に向けた総合的な取組

福島の森林・林業の再生に向けた総合的な取組

14

福
島
県
に
お
け
る
森
林
再
生
の

�

現
状
と
取
組
に
つ
い
て
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４　

ふ
く
し
ま
森
林
再
生
事
業
に
つ
い
て

　

⑴　

事
業
の
目
的

　
　

県
内
の
森
林
整
備
面
積
は
、
震
災
前
に

は
年
間
約
一
二
、
〇
〇
〇
㌶
で
推
移
し
て

き
ま
し
た
が
、
震
災
後
は
、
平
成
二
二
年

度
に
比
べ
、
平
成
二
三
～
平
成
二
五
年
度

は
約
五
〇
㌫
ま
で
落
ち
込
み
、
森
林
整
備

が
停
滞
し
ま
し
た
。

　
　

森
林
整
備
が
停
滞
す
る
と
、
荒
廃
し
た

森
林
が
増
え
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
、
水
源

か
ん
養
機
能
や
土
砂
災
害
を
防
止
す
る
機

能
等
、
森
林
が
有
す
る
多
面
的
機
能
が
十

分
に
発
揮
さ
れ
ず
、
災
害
が
発
生
し
や
す

く
な
る
な
ど
、
私
た
ち
の
生
活
に
さ
ま
ざ

ま
な
影
響
が
及
ぶ
こ
と
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　
　

こ
の
た
め
、
県
や
市
町
村
等
の
公
的
主

体
が
、
放
射
性
物
質
対
策
と
森
林
整
備
を

一
体
的
に
行
い
、
森
林
の
有
す
る
多
面
的

機
能
の
維
持
を
図
る
「
ふ
く
し
ま
森
林
再

生
事
業
」
を
平
成
二
五
年
度
よ
り
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

⑵　

事
業
の
概
要

　
　

当
該
事
業
は
、
汚
染
状
況
重
点
調
査
地

域
※
１

に
指
定
さ
れ
て
い
る
四
〇
市
町
村

（
指
定
さ
れ
て
い
た
市
町
村
を
含
む
）
及

び
除
染
特
別
地
域
の
う
ち
帰
還
困
難
区
域

及
び
居
住
制
限
区
域
を
除
く
区
域
に
お
い

て
、
事
前
調
査
や
表
土
流
出
防
止
柵
等
の

設
置
に
よ
る
放
射
性
物
質
対
策
と
間
伐
等

の
森
林
整
備
及
び
森
林
作
業
道
の
開
設
等

の
路
網
整
備
を
一
体
的
に
行
う
も
の
で
す
。

※
１　

放
射
性
物
質
汚
染
対
処
特
措
法
に
基

づ
き
指
定
さ
れ
て
い
る
地
域

◆
事
業
内
容
と
補
助
率

　

１
．
放
射
性
物
質
対
策

　
　
　

事
前
調
査
等
、
表
土
流
出
防
止
策
等

の
設
置
な
ど

　
　
　

補
助
率
：
定
額
（
一
〇
／
一
〇
）

　

２
．
森
林
整
備
等　

間
伐
、
更
新
伐
、
植

栽
、
森
林
作
業
道
の
開
設
等

　
　
　

補
助
率
：
七
二
㌫
（
補
助
残
額
に
は

震
災
復
興
特
別
交
付
税
措
置
有
り
）

　

⑶　

事
業
の
取
組
状
況

　
　

平
成
二
五
年
度
は
、
県
及
び
公
益
社
団

法
人
ふ
く
し
ま
緑
の
森
づ
く
り
公
社
が
二

六
市
町
村
で
森
林
整
備
を
実
施
し
ま
し

た
。
市
町
村
に
お
い
て
は
、
事
業
を
開
始

し
た
平
成
二
五
年
度
は
十
九
市
町
村
の
取

組
で
し
た
が
、
平
成
二
九
年
度
に
は
、
汚

染
状
況
重
点
調
査
地
域
四
〇
市
町
村
の
う

ち
森
林
を
有
す
る
三
九
市
町
村
全
て
で
、

さ
ら
に
避
難
指
示
が
解
除
と
な
っ
た
区
域

の
二
村
が
加
わ
り
、
合
計
四
一
市
町
村
で

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

５　

お
わ
り
に

　

ふ
く
し
ま
森
林
再
生
事
業
や
森
林
環
境
税

を
活
用
し
た
森
林
整
備
な
ど
を
進
め
て
き
た

と
こ
ろ
、
平
成
二
六
年
度
か
ら
徐
々
に
森
林

整
備
の
実
績
は
前
年
度
を
上
回
っ
て
き
ま
し

た
が
、
震
災
前
の
水
準
に
は
回
復
し
て
い
な

い
状
況
で
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
ふ
く
し
ま
森
林
再
生
事
業

に
お
い
て
、
平
成
二
九
年
度
か
ら
、
森
林
整

備
に
必
要
な
森
林
作
業
道
の
先
行
実
施
期
間

が
二
年
か
ら
四
年
へ
延
長
さ
れ
、
ま
た
、
避

難
指
示
が
解
除
さ
れ
た
区
域
で
の
取
組
が
可

能
と
な
り
、
森
林
整
備
の
推
進
に
弾
み
が
つ

き
ま
し
た
。

　

放
射
性
物
質
の
影
響
を
受
け
た
本
県
の
森

林
及
び
林
業
・
木
材
産
業
を
再
生
さ
せ
る
た

め
に
は
、
長
い
期
間
を
要
し
ま
す
が
、
里
山

再
生
モ
デ
ル
事
業
の
取
組
と
と
も
に
、
国
や

関
係
す
る
市
町
村
、
林
業
事
業
体
、
木
材
産

業
等
の
川
上
か
ら
川
下
に
か
け
た
関
係
者
と

密
接
に
連
携
を
深
め
な
が
ら
、
森
林
再
生
の

加
速
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後

と
も
関
係
各
位
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
　

ま
た
、
当
事
業
開
始
か
ら
こ
れ
ま
で

に
、
森
林
整
備
は
約
三
、
一
〇
〇
㌶
、
森

林
作
業
道
整
備
は
約
三
五
〇
㌔
㍍
を
実
施

し
て
お
り
、
毎
年
森
林
整
備
等
の
実
績
が

あ
が
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
　

平
成
二
九
年
度
は
、
繰
越
事
業
も
含
め

て
森
林
整
備
三
、
六
〇
〇
㌶
及
び
森
林
作

業
道
三
〇
〇
㌔
㍍
の
整
備
に
取
り
組
む
計
画

で
す
。

森林整備面積

森林作業道延長

木柵による表土流出防止対策

森林作業道整備
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会
津
地
域
森
林
資
源
活
用
事
業
推
進
協

議
会
は
、
福
島
県
会
津
地
方
振
興
局
管
内

の
十
三
市
町
村
と
商
工
団
体
や
企
業
な
ど

の
四
七
団
体
で
構
成
し
、
会
津
地
域
の
森

林
資
源
を
活
用
し
た
循
環
型
社
会
の
構
築

と
新
た
な
産
業
の
創
出
、
さ
ら
に
は
雇
用

の
拡
大
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
官
民
一

体
の
組
織
と
し
て
今
年
五
月
十
七
日
に
設

立
し
ま
し
た
。

　

十
三
市
町
村
の
人
口
は
約
二
五
万
人
で

す
が
、
鶴
ヶ
城
や
白
虎
隊
、
磐
梯
山
周
辺
、

喜
多
方
ラ
ー
メ
ン
、
柳
津
虚
空
蔵
尊
な
ど

に
代
表
さ
れ
る
観
光
資
源
に
恵
ま
れ
、
昨

年
度
の
観
光
人
口
は
約
一
、
六
〇
〇
万
人

と
、
よ
う
や
く
原
発
事
故
前
の
水
準
に
回

復
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
少
子
高
齢
化
や
若
年
層
の
流

出
等
に
よ
る
人
口
減
少
が
続
い
て
お
り
、

地
域
を
活
性
化
さ
せ
人
口
減
少
に
歯
止
め

を
か
け
る
こ
と
が
地
域
全
体
の
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
森
林
面
積
は
国
有
林
、
民
有
林

合
わ
せ
て
二
二
八
、
六
一
一
㌶
と
県
の
森

林
面
積
の
約
四
分
の
一
を
占
め
る
な
ど
森

林
資
源
は
豊
富
で
す
が
、
十
分
に
活
用
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
森
林
資
源

を
活
用
し
活
力
あ
る
会
津
地
域
を
創
造
す

る
た
め
、
昨
年
度
十
三
市
町
村
合
同
で
総

務
省
委
託
事
業
の
『
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー

イ
ン
フ
ラ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
策
定
事
業
』
に
取
り
組
み
、
森
林
資

源
を
活
用
し
た
『
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ

ル
ギ
ー
』
を
核
に
森
林
資
源
を
永
続
的
に

循
環
す
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ
と
で
、

林
業
の
振
興
と
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を

目
的
と
し
た
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
し

ま
し
た
。

　

こ
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
は
、
事
業
運

営
へ
市
町
村
は
参
画
せ
ず
支
援
に
徹
し
、

民
間
活
力
が
中
心
と
な
っ
て
、
会
津
地
域

を
盛
り
上
げ
る
内
容
の
も
の
で
す
。

　

こ
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
実
現
さ
せ
る

た
め
に
も
、『
正
確
な
森
林
資
源
の
把
握
』

が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
今
年
度
は
十
三
市

町
村
で
足
並
み
を
揃
え
、
環
境
省
所
管
事

業
「
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
資

源
の
持
続
的
活
用
に
よ
る

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導

入
計
画
策
定
事
業
」
に
取

組
み
、
航
空
写
真
の
判
読

や
一
部
実
測
を
行
う
な
ど

森
林
資
源
の
賦
存
量
調
査

と
、
公
共
施
設
や
温
泉
旅

館
等
を
対
象
に
し
た
熱
需

要
量
の
調
査
、
並
び
に
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル

ギ
ー
事
業
の
採
算
性
の
検

討
と
設
備
導
入
検
討
を
行

い
、
森
林
資
源
を
活
用
し

た
循
環
型
社
会
の
構
築
と

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
に
向
け
た

計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　

な
お
、
森
林
資
源
の
活
用
に
つ
い
て
、

現
在
、
山
林
の
境
界
の
不
明
確
化
や
所
有

者
の
不
在
村
化
等
の
問
題
も
山
積
し
て
お

り
ま
す
が
、
伐
る
・
使
う
・
植
え
る
・
育

て
る
の
『
森
の
循
環
』
が
ス
ム
ー
ズ
に
行

え
る
よ
う
な
ル
ー
ル
づ
く
り
を
協
議
会
で

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

今
後
も
森
林
資
源
を
活
用
し
た
循
環
型

社
会
の
構
築
に
向
け
、
協
議
会
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、

皆
様
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ

う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

会
津
地
域
の
林
業
の

新
た
な
取
組
に
つ
い
て

会
津
地
域
森
林
資
源
活
用
事
業
推
進
協
議
会
長
（
喜
多
方
市
長
）
山　

口　

信　

也

事業領域と体制図

森林事業地確保・
管理運用組織

森林事業地確保・
管理運用組織

素材生産
事 業 体
素材生産
事 業 体

素材生産
部 門

素材生産
部 門

植林育林
組 織
植林育林
組 織

木材コンビナート

燃料生産部門燃料生産部門

ラミナ生産部門ラミナ生産部門

熱供給
部 門
熱供給
部 門

ラミナ需要
事 業 体
ラミナ需要
事 業 体

事業地／施業依頼

事業地／施業依頼

事業地
／施業依頼

ラミナ

原木

原木

木質燃料

民間事業体（株式会社）の事業領域

既存の事業者、森林組合

新たに
組織・増強する作業班

既存の事業者、森林組合

素材生産業者、森林組合、
その他協力企業等により
新たに組織

国・県・市町村

支援、
一部共同検討・実施 出資・事業参画支援（補助等）支援（補助等）

×

「会津地域13市町村」
会津若松市、喜多方市、北塩原村、西会津町、磐梯町、

猪苗代町、会津坂下町、湯川村、
柳津町、三島町、金山町、昭和村、会津美里町
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当
き
の
こ
振
興
セ
ン
タ
ー
は
、
県
内
き
の

こ
生
産
者
へ
の
支
援
や
消
費
拡
大
Ｐ
Ｒ
活

動
な
ど
本
県
の
き
の
こ
生
産
振
興
の
た
め

各
種
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
中
で
昨
年
度
か
ら
、
き
の
こ
に
関

す
る
食
育
推
進
の
た
め
の
事
業
の
一
つ
と
し

て
「
夏
休
み
親
子
き
の
こ
体
験
ツ
ア
ー
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
開
催
の
目
的
は
、
親

子
で
楽
し
み
な
が
ら
き
の
こ
に
つ
い
て
学

び
、
き
の
こ
の
収
穫
や
料
理
等
の
体
験
を

通
し
て
食
材
と
し
て
の
き
の
こ
の
魅
力
を

感
じ
、
き
の
こ
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
こ
と
で
す
。
今
年
度
は
八
月
五
日
（
土

曜
日
）
に
体
験
ツ
ア
ー
を
行
い
、
県
内
の
親

子
十
四
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

○
シ
イ
タ
ケ
栽
培
施
設
見
学
と
シ
イ
タ
ケ

の
収
穫

　

本
宮
市
の
「
渡
辺
き
の
こ
園
」
を
訪
れ
、

シ
イ
タ
ケ
栽
培
に
つ
い
て
、
培
養
中
の
菌

床
を
見
な
が
ら
説
明
を
聞
い
た
後
、
施
設

を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加

し
た
人
達
は
、
こ
れ
ま
で
知
ら
な
か
っ
た

シ
イ
タ
ケ
の
栽
培
方
法
な
ど
の
話
を
熱
心

に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

シ
イ
タ
ケ
の
収
穫
も
体
験
し
て
も
ら
い

ま
し
た
が
、
量
販
店
で
は
見
ら
れ
な
い
よ

う
な
立
派
な
シ
イ
タ
ケ
で
あ
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
つ
い
つ
い
採
り
す
ぎ
て
し
ま
っ
た

よ
う
で
し
た
。
普
段
で
き
な
い
体
験
で
あ

る
た
め
、
参
加
し
た
皆
さ
ん
か
ら
は
、
笑

顔
が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

○
ナ
メ
コ
栽
培
施
設
見
学
と
ナ
メ
コ
の
収

穫
・
き
の
こ
の
ピ
ザ
作
り

　

次
に
、
二
本
松
市
の
「
東
和
季
の
子
工

房
」
を
訪
れ
、
ナ
メ
コ
栽
培
に
つ
い
て
の

説
明
を
聞
い
た
後
、
一
面
の
ナ
メ
コ
に

び
っ
く
り
す
る
施
設
の
中
で
生
産
者
の
方

の
指
導
を
受
け
な
が
ら
ナ
メ
コ
の
収
穫
体

験
を
行
い
ま
し
た
。

　

採
っ
た
き
の
こ
は
、
早
速
隣
接
す
る
農

家
レ
ス
ト
ラ
ン
に
持
ち
込
ん
で
、
全
員
で

ピ
ザ
作
り
を
行
い
ま
し
た
。
ピ
ザ
生
地
を

円
盤
状
に
伸
ば
し
て
味
噌
仕
立
て
の
ソ
ー

ス
に
ナ
メ
コ
、
大
葉
、
チ
ー
ズ
を
の
せ
焼

き
上
げ
ま
し
た
。
出
来
栄
え
は
上
々
で
、

ピ
ザ
と
共
に
記
念
撮
影
を
行
っ
て
い
る
参

加
者
も
い
ま
し
た
。

　

ピ
ザ
生
地
に
ナ
メ
コ
を
山
盛
り
乗
せ
た

た
め
、
仕
上
が
り
を
気
に
し
て
い
る
方
も

い
ま
し
た
が
、
焼
き
上
が
り
は
ナ
メ
コ
が

か
な
り
縮
ん
で
丁
度
い
い
感
じ
に
な
っ
て

い
た
の
で
、
驚
い
て
い
ま
し
た
。
ピ
ザ
の

他
に
も
ナ
メ
コ
の
天
ぷ
ら
や
地
元
の
野
菜

を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
前
菜
、
ス
ー
プ
な

ど
を
皆
さ
ん
口
々
に
美
味
し
い
と
言
っ
て

嬉
し
そ
う
に
食
べ
て
い
ま
し
た
。

○
き
の
こ
の
ふ
し
ぎ
に
せ
ま
る

　

最
後
に
郡
山
市
の
逢
瀬
公
園
に
移
動

し
、
当
職
員
の
案
内
で
、
公
園
内
に
発
生

し
て
い
る
き
の
こ
の
種
類
や
夏
場
に
発
生

す
る
き
の
こ
の
話
を
し
な
が
ら
、
散
策
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
公
園
事
務
所
内
に
あ
る
「
森
と

き
の
こ
の
展
示
室
」
を
監
修
さ
れ
た
広
井

勝
氏
の
説
明
の
も

と
、
展
示
室
内
を

見
学
し
ま
し
た
。

食
用
き
の
こ
と
毒

き
の
こ
の
見
分
け

方
や
珍
し
い
き
の

こ
の
話
な
ど
、
参

加
し
た
皆
さ
ん
は

興
味
深
く
聞
き

入
っ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
広
井

氏
案
内
の
も
と
、

発
生
し
て
い
る
タ

マ
ゴ
タ
ケ
を
発
見

し
た
際
は
、
歓
声

が
あ
が
っ
て
い
ま

し
た
。

○
家
庭
で
の
き
の

こ
作
り

　

き
の
こ
に
興
味

を
持
っ
て
も
ら
う

た
め
に
は
、
自
分

で
栽
培
し
て
み
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
、
本
日
最
後
の

体
験
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
し
て
、「
家
庭
で
の

き
の
こ
作
り
」
と
題
し
て
、
ナ
メ
コ
の
菌

床
を
お
渡
し
し
、
育
て
方
に
つ
い
て
説
明

し
ま
し
た
。

　

き
の
こ
嫌
い
の
子
供
も
多
い
と
聞
き
ま

す
が
、
自
分
で
育
て
る
こ
と
で
愛
着
が
わ

き
、
よ
り
多
く
の
子
供
達
に
き
の
こ
を
好

き
に
な
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

「
夏
休
み
親
子
キ
ノ
コ
の
ふ
し
ぎ
体
験
ツ
ア
ー
」

（
公
社
）
福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会

き
の
こ
振
興
セ
ン
タ
ー

きのこの展示室を見学 みんなで昼食

ナメコのピザ作り シイタケの収穫
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福
島
県
林
業
会
議
は
、
森
林
の
有
す
る

多
面
的
機
能
の
発
揮
と
林
業
の
持
続
的
か

つ
健
全
な
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

に
設
立
し
、
林
業
関
係
一
〇
団
体
で
構
成

し
て
い
ま
す
。

　

九
月
十
一
日
、
平
成
三
〇
年
度
福
島
県

予
算
編
成
に
対
す
る
福
島
県
議
会
各
会
派

に
よ
る
要
望
聴
取
会
が
開
催
さ
れ
、
当
会

議
で
は
、「
森
林
・
林
業
の
再
生
な
く
し

て
福
島
県
の
復
興
は
な

い
。」
と
の
強
い
思
い

か
ら
、
復
興
の
加
速
化

を
図
り
、
森
林
を
将
来

の
世
代
に
健
全
な
姿
で

引
き
継
い
で
い
け
る
よ

う
、
別
表
に
掲
げ
る

一
〇
項
目
を
要
望
し
ま

し
た
。

　

福
島
県
議
会
各
会
派

か
ら
は
、「
要
望
事
項

は
し
っ
か
り
受
け
止
め

た
。
実
現
で
き
る
よ
う

努
力
す
る
。」
と
力
強

い
回
答
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

福島県議会　民進党・県民連合議員会

日本共産党福島県議会議員団

公明党福島県議会議員団

平
成
三
〇
年
度

福
島
県
予
算
編
成
に
対
す
る
要
望
聴
取
会

福
島
県
林
業
会
議

自由民主党福島県議会議員会

１　第69回全国植樹祭及び第47回全国林業後継者大会の推進と成果継承

　・緑の少年団、森林づくり活動団体、企業等の緑化活動への支援を強化
　・全国植樹祭式典会場はシンボル公園等として整備 など

２　森林除染の推進及び避難指示区域等の森林管理の具体的取組の着手

　・里山再生モデル事業の促進とその成果の県内全域への拡大
　・避難指示区域等における森林管理及び木材供給の具体的取組に着手 など

３　林業担い手の確保・育成

　・林業大学校等の開設に向けた取組の推進
　・林業就業者の確保・育成、林業事業体等が行う雇用改善等の取組への支援 など

４　森林整備の促進

　・ふくしま森林再生事業の継続と中・長期的な予算の確保
　・造林・育林への積極的な取組、優良な苗木の安定供給への支援
　・広葉樹の再生や桐等特用樹の振興 など

５　県産材の安定供給体制の確立

　・主伐・再造林の推進による素材生産量の増大を支援
　・高性能林業機械の導入支援や林道等の整備促進 など

６　県産材の利用促進

　・林業経営者等が行うSGEC等森林認証の取得支援と普及拡大
　・木育や県内外のPR活動の一層の推進 など

７　公共建築物等の木造・木質化の推進

　・各部局連携による県施設の木造・木質化の推進や公共土木事業での利用拡大
　・県内企業が取り組んでいる各種建築工法等の普及定着の支援 など

８　きのこ類の生産振興

　・FGAPの取得支援など安全・安心なきのこ生産の取組を支援
　・県オリジナル品種の生産技術の普及定着など生産振興と産地化を推進 など

９　海岸防災林の再生

　・事業発注の平準化、年間発注計画の公表など円滑な事業実施に向けた支援
　・長期的視点での予算の確保と地域住民や森林づくり活動団体等の参画を支援

10　治山施設の整備

　・山地災害危険地区に対する効果的な防災・減災対策の推進
　・小規模な山地災害等箇所での早急な復旧を推進 など

【平成30年度福島県予算編成に対する要望事項】
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　広葉樹が多く、身近な裏山や遊歩道などにも数多くのきのこが自然発生する当南会津管内では、今年の秋
は、比較的早い時期から野生きのこの発生が見られています。
　南会津管内のうち、南会津町と檜枝岐村については、モニタリング検査で安全が確認された野生きのこに
ついて出荷が可能なことから、既に様々な野生きのこがモニタリング検査のために事務所に持ち込まれてき
ています。
　震災以降、野生きのこの出荷については、モニタリング検査により安全を確認してから出荷を行うよう指
導を行っていることから、当初は、検査の必要性について疑問の声や、出荷を自粛する生産者もおり、様々
な反応がありましたが、検査を継続することで「やはりここのきのこは安心・安全である。」と自信を持っ
て出荷できるとの考えが普及したことで、計画的な検体の提供をいただけるようになりました。
　現在、出荷制限となっている、下郷町と只見町においても、自治体や森林組合、地域住民の協力を得なが
ら、出荷制限解除のための検査を継続しています。

近年の野生きのこ（出荷目的）のモニタリング検査状況（件数）

　栽培きのこについても野生きのこと同様、例年より早めの発生が見られています。
　安全な生産資材の流通に対する支援の一環として、平成28年度に「南会津広葉樹利用生産組合」に対し「非
破壊検査機器」２台を設置しました。同組合では、機械が導入された昨年度より、きのこ用原木の非破壊検
査を実施しており、線量の高い原木の混入やほだ木の流通などを未然に防ぐための対策が進められていま
す。
　きのこ生産者への支援とあわせ、消費者に対しても「安心・安全」のためのPRを行っています。PRでは、
きのこへの不安や誤解が生じることがないよう、モニタリング検査の状況や検査方法などを丁寧にお伝えし、
理解を得ています。
　当事務所では、管内きのこ生産量と流通量の回復を目指して、今後も普及指導を継続していく考えです。

消費者風評対策支援事業（下郷町安全食材「まるごと
食べてみっせ」）での栽培きのこの検査状況について
の説明

南会津におけるきのこの緊急時環境放射線
モニタリング検査の実施状況について

普及指導員通信

　福島県南会津農林事務所
林業普及指導員　常　松　美　帆

町村名 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29（Ｈ29.₉.15まで）

南会津町 35 30 25

檜枝岐村 ₆ ₉ －
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国
有
林
で
は
、
国
民
の
皆
さ
ん
が
森
林

の
中
で
自
然
と
「
親
し
み
、
遊
び
、
学
ぶ
」

喜
び
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
森

林
と
の
ふ
れ
あ
い
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
会
津
森
林
管
理
署
に
お

い
て
は
、
小
学
校
等
の
教
育
機
関
か
ら
の

依
頼
を
受
け
た
森
林
教
室
や
林
業
体
験
、

主
催
者
か
ら
の
要
請
に
応
え
た
各
種
イ
ベ

ン
ト
で
の
木
工
作
教
室
等
、
年
六
回
程

度
、
森
林
と
ふ
れ
あ
い
、
森
林
に
対
す
る

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
県
立
高
等
学
校
初
任
者
研

修
の
一
環
と
し
て
福
島
県
教
育
庁
か
ら
依

頼
を
受
け
て
五
月
に
実
施
し
た
体
験
研
修

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
研
修
は
、
会
津
地
域
の
高
校
に
当

年
度
採
用
さ
れ
た
教
職
員
を
対
象
に
、
国

有
林
内
で
の
林
業
体
験
、
森
林
環
境
観
察

を
行
っ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
の
生
徒
へ

の
教
育
に
活
か
し
て
い
こ
う
と
い
う
取
り

組
み
で
、
本
年
度
で
七
回
目
と
な
り
ま
し

た
。

　

本
年
度
は
、
十
三
名
の
新
任
の
教
職
員

の
皆
さ
ん
に
参
加
い
た
だ
き
、
保
育
間
伐

の
林
業
体
験
で
は
、
一
人
一
人
が
手
鋸
で

実
際
に
伐
倒
を
行
い
ま
し
た
。

　

研
修
生
の
多
く
は
、
手
鋸
を
使
う
の
も

初
め
て
で
あ
り
、
四
苦
八
苦
し
な
が
ら
汗

び
っ
し
ょ
り
で
作
業
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

伐
倒
作
業
の
実
体
験
で
、
森
林
づ
く
り

の
大
変
さ
や
安
全
第
一
の
大
変
さ
を
学
ん

で
い
た
だ
け
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

森
林
環
境
観
察
で
は
、
都
市
近
郊
林
を

散
策
し
な
が
ら
、
植
物
の
特
性
、
森
林
の

遷
移
等
に
つ
い
て
学
ん
で
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

研
修
の
最
後
に
、
研
修
生
か
ら
い
た
だ

い
た
感
想
の
中
で
印
象
に
残
っ
た
言
葉
が

あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
は
、「
森
林
づ
く
り
も
教
育
も
同

じ
」
と
い
う
も
の
で
す
。

　
「
木
々
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
性
質
が
あ
り
、

性
質
に
合
わ
せ
た

育
て
方
が
必
要
で

あ
る
。
ま
た
、
手

間
を
か
け
れ
ば
か

け
る
ほ
ど
、
大
き

く
育
つ
。こ
れ
は
、

生
徒
を
教
育
し
て

い
く
こ
と
と
同
じ

で
あ
る
。」
と
い

う
も
の
で
す
。

　

一
日
だ
け
の
時

間
に
限
り
の
あ
る

研
修
で
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
教
育
の

場
で
ご
活
躍
さ
れ

る
方
々
に
、
国
有

林
で
の
研
修
が
、

少
し
で
も
お
役
に

立
て
た
こ
と
は
、

大
き
な
幸
い
で
し
た
。

　

当
署
で
は
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
森
林

と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
じ
、
国
民
の
皆
様
に

森
林
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
取
組

を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
の

で
、
国
有
林
野
の
フ
ィ
ー
ル
ド
提
供
等
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
ご
相
談
願
い
ま
す
。伐倒作業の指導を受ける研修生

森林とのふれあいの
推進について

森林管理署メモ

会津森林管理署

団体のページ



林業福島　平成29年10月１日発行

10―　 ―

団体のページ団体のページ

木連だより

福島県木材協同組合連合会

製材ＪＡＳ制度と
認定工場

　
「
農
林
物
資
の
規
格
化
等
に
関
す
る
法
律

（
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
）」
に
基
づ
く
製
材
の
日
本
農
林

規
格
は
、
平
成
十
九
年
に
複
数
の
製
材
関
係

の
Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格
が
一
つ
の
規
格
に
統
合
さ
れ

る
な
ど
の
見
直
し
改
訂
さ
れ
現
在
に
至
っ
て

い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品
は
、
品
質
・
規
格
の
保
証

さ
れ
た
製
品
で
良
質
な
木
造
住
宅
の
建
築

に
欠
か
せ
な
い
資
材
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
林

野
庁
に
お
い
て
も
最
近
特
に
そ
の
普
及
に
力

を
入
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
食
品
等
の
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
品
同
様
に

製
材
品
の
Ｊ
Ａ
Ｓ
制
度
を
理
解
し
て
い
た
だ

き
、
積
極
的
な
使
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

１
．
製
材
Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格
品
目
区
分

⑴　

構
造
用
製
材
…
建
築
物
の
構
造
耐
力

上
主
要
な
部
分
に
使
用
す
る
針
葉
樹
の

製
材

　

①　

目
視
等
級
区
分
構
造
用
製
材

　
　
　

甲
種
（
主
と
し
て
高
い
曲
げ
性
能
を

必
要
と
す
る
梁
や
桁
等
）

　
　
　

乙
種
（
主
と
し
て
圧
縮
性
能
を
必

要
と
す
る
柱
や
床
束
等
）

　

②　

機
械
等
級
区
分
構
造
用
製
材

⑵　

造
作
用
製
材
…
敷
居
、
鴨
居
、
壁
そ
の

他
の
建
築
物
の
造
作
に
使
用
す
る
針
葉

樹
製
材

⑶　

下
地
用
製
材
…
屋
根
、
床
、
壁
等
の
下

地
に
使
用
す
る
針
葉
樹
製
材

⑷　

広
葉
樹
製
材
…
製
材
の
う
ち
広
葉
樹

を
材
料
と
す
る
も
の

⑸　

枠
組
壁
工
法
構
造
用
製
材
…
枠
組
壁

工
法
建
築
物
の
構
造
耐
力
上
、
構
造
部

材
と
し
て
使
用
す
る
針
葉
樹
製
材

２
．
全
国
の
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
定
工
場
及
び
格
付
け

実
績
（
平
成
二
八
年
度
）

　

全
国
に
お
け
る
認
定
品
目
ご
と
の
認
定
工

場
数
及
び
格
付
け
数
量
を
次
表
に
示
し
ま

し
た
。

４
．
全
木
検
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
け
る
製

材
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
定
工
場
の
紹
介

　

全
国
の
製
材
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
定
工
場
は
、
全
木

検
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
閲
覧
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

①　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
き
方

　
　
「https://w

w
w

.jlira.jp

」
か

　
　
「
全
木
検
」
か
ら
検
索

　
　
　

製
材
Ｊ
Ａ
Ｓ
制
度
→
認
定
工
場
一
覧

→
製
材
等
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
定
工
場
の
順

に
ク
リ
ッ
ク
し
ま
す
。

認定品目
全　国 福島県

製材工場数 ㎥ 製材工場数 ㎥

グ
リ
ー
ン

構造用製材 247 106,944 21 32,919
造作用製材 93 4,386 7 167
下地用製材 93 21,631 9 462
広葉樹製材 3 4 1 0
計 436 132,965 38 33,548

人
工
乾
燥

目視等級区分
構造用製材 208 89,693 6 777

機械等級区分
構造用製材 71 613,033 2 12,557

造作用製材 54 5,433 2 56
下地用製材 39 21,571 1 6
枠組壁工法 68 96,942 1 9,519
計 440 826,672 12 22,915

認定番号

認定工場名 住　　　　　所

認定に係る農林物資の種類

構

造

用

造

作

用

下

地

用

広

葉

樹

人工乾燥 機
械
等
級

JLIRA-
構
造
用

造
作
用

下
地
用

広
葉
樹

２
×
４

１ B-15-01・31 協和木材㈱ 東白川郡塙町大字西河内字鶴巻田10 ○ ○ ○ ○

２ B-15-03 ㈱イリタニ 河沼郡会津坂下町字中岩田173 ○ ○ ○

３ B-15-04 滝口木材㈱ いわき市泉町滝尻字亀石町2-28 ○

４ B-15-05 ㈱ワタザイ制作センターコア 郡山市熱海町安子ヶ島字一の谷10-3 ○ ○

５ B-15-06 ㈲草野林業 いわき市好間町小谷作字小谷作29 ○

６ B-15-07 ㈲松岡材木店 郡山市田村町田母神字宮ノ前67 ○ ○ ○

７ B-15-08 共力㈱ いわき市小名浜字芳浜11-68 ○

８ B-15-09 関場建設㈱木材木工事業部 南相馬市原町区深野字入龍田117-2 ○

９ B-15-10 千葉製材所 南相馬市原町区牛来字穴田42-1 ○ ○

10 B-15-11・28 磐城共栄木材（資） いわき市渡辺町泉田字長者平39-2 ○ ○

11 B-15-13 ㈱荒川材木店 いわき市勿来町酒井北境1 ○

12 B-15-14・33 ㈿いわき材加工センター いわき市勿来町窪田道作33 ○ ○ ○ ○

13 B-15-15 福島県郡山地区木材製材㈿ 郡山市田村町金沢字大六149-10 ○ ○ ○

14 B-15-16 ㈱成田木材建設 会津若松市柳原町３丁目1-1 ○ ○ ○ ○

15 B-15-17 和田木材㈲ いわき市小名浜大原字丁新地30 ○

16 B-15-18 ヤマニ建設㈱ 二本松市南町225 ○ ○ ○

17 B-15-20 滝澤木材㈲ 会津若松市門田町大字一の堰字村東297 ○ ○

18 B-15-21 ㈲タカモク 耶麻郡猪苗代町大字川桁字長町3530 ○ ○

19 B-15-22 ㈲国分木材店 耶麻郡猪苗代町大字蚕養字下日陰乙674-1 ○ ○ ○

20 B-15-24 ㈱押田製材所 東白川郡矢祭町大字東舘字桃木町15 ○

21 B-15-27 ㈱大栄木材 東白川郡塙町大字塙字大町3丁目16 ○

22 B-15-29 ㈲古殿製材所 石川郡古殿町松川和久46 ○

23 B-15-30 ㈱ツネマツ 岩瀬郡天栄村大字白子字家内神26 ○ ○

24 B-15-34 ㈱松栄商事 東白川郡塙町大字伊香字中妻43-1 ○

　

②　

認
定
工
場
名
簿
、
又
は
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材

品
紹
介
の
見
方

　
　
　

左
上
の
「
認
定
工
場
名
簿
」
又
は

「
製
材
品
紹
介
」
の
ど
ち
ら
か
の
丸
印

を
選
択
し
ま
す
。

　

③　

区
分
別
、
県
別
、
樹
種
別
の
見
方

　
　
　

左
上
の
「
区
分
」、「
県
」、「
樹
種
」

を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

例
：
全
区
分
、
福
島
県
、
ス
ギ
を
選

択
。

３．福島県のＪＡＳ認定工場
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「
自
然
に
親
し
む
」
福
島
県
の
巨
樹
・
名
木　

― 

31 

―

樹
木
医　

鈴　

木　

俊　

行

二
軒
在
家
の
大
ク
リ

　
「
二
軒
在
家
の
大
ク
リ
」
は
、
喜
多
方

市
岩
月
町
宮
津
字
惣
社
原
地
内
に
生
育
し

て
い
る
。
生
育
地
は
国
道
一
二
一
号
と
主

要
地
方
道
喜
多
方
西
会
津
線
の
交
差
点
を

旧
国
道
一
二
一
号
、
通
称
米
沢
街
道
を
約

二
㌔
㍍
入
っ
た
通
称
二
軒
在
家
集
落
と
水

田
と
に
囲
ま
れ
た
畑
に
生
育
し
て
い
る
。

地
形
は
ほ
ぼ
平
坦
地
で
、
周
辺
に
は
農
業

用
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
、
温
泉
施
設
、
野
菜

畑
、
水
田
、
倉
庫
や
住
宅
に
囲
ま
れ
た
場

所
で
、
日
照
条
件
を
含
め
た
生
育
環
境
は

良
好
で
、
根
系
伸
長
域
も
広
く
保
護
さ
れ

て
い
る
。

　

本
樹
の
名
称
の
「
二
軒
在
家
」
は
、
周

辺
の
住
民
が
生
育
地
集
落
を
呼
ぶ
通
称

で
、
地
域
住
民
は
「
二
軒
在
家
の
大
ク
リ
」

と
呼
ん
で
親
し
ん
で
い
る
。
ま
た
、
本
樹

に
ま
つ
わ
る
言
い
伝
え
等
と
し
て
は
、「
御

先
祖
が
京
都
御
所
か
ら
苗
木
を
も
ら
っ
て

来
て
植
え
た
も
の
」
と
所
有
者
の
家
に
伝

わ
っ
て
い
る
が
、
い
つ
頃
な
の
か
京
都
御

所
と
の
関
わ
り
な
ど
定
か
で
は
な
い
。

　

ク
リ
（C

astanea crenata

）
は
、
ブ

ナ
科
ク
リ
属
の
落
葉
高
木
で
、
北
海
道
西

南
部
か
ら
本
州
、
四
国
、
九
州
、
朝
鮮
半

島
南
部
が
原
産
で
あ
る
。
た
だ
し
、
現
在

で
は
広
く
栽
培
さ
れ
て
い
る
た
め
、
自
然

分
布
と
の
境
目
が
わ
か
り
に
く
く
、
中
国

や
台
湾
で
も
栽
培
さ
れ
て
い
る
。
各
栽
培

品
種
の
原
種
で
山
野
に
自
生
す
る
も
の

は
、
シ
バ
グ
リ
（
柴
栗
）
ま
た
は
ヤ
マ
グ

リ
（
山
栗
）
と
呼
ば
れ
る
。
ク
リ
の
栽
培

品
種
は
約
二
〇
〇
種
類
以
上
あ
り
、
シ
バ

グ
リ
が
改
良
さ
れ
た
も
の
が
主
で
あ
る

が
、
海
外
産
の
ク
リ
類
と
交
雑
さ
れ
た
も

の
も
あ
る
。
栽
培
品
種
は
収
穫
期
に
よ
り

早
生
、
中
生
、
晩
生
に
大
別
さ
れ
、
代
表

的
な
品
種
の
早
生
栗
は
丹
沢
（
た
ん
ざ

わ
）、
国
見
（
く
に
み
）、
中
生
栗
は
筑
波

（
つ
く
ば
）、
銀
寄
（
ぎ
ん
よ
せ
）、
晩
生

栗
は
石
鎚
（
い
し
づ
ち
）、
岸
根
（
が
ん

ね
）
な
ど
が
あ
る
。

　

日
本
の
ク
リ
は
縄
文
時
代
人
の
主
食

で
、
青
森
県
の
三
内
丸
山
遺
跡
か
ら
出
土

し
た
ク
リ
の
実
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
分
析
か
ら
、
縄

文
時
代
に
は
す
で
に
栽
培
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
、
人
間
と
深

く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
材
木

と
し
て
は
、
堅
く
て
腐
り
に
く
い
の
で
、

建
物
の
柱
や
土
台
、
鉄
道
線
路
の
枕
木
、

家
具
等
の
指
物
に
使
わ
れ
て
い
た
が
、
近

年
資
源
量
の
不
足
か
ら
入
手
し
づ
ら
く

な
っ
た
。
ま
た
、
成
長
が
早
く
良
く
燃
え

る
の
で
昔
は
薪
木
と
し
て
も
使
わ
れ
て
い

た
。
縄
文
時
代
の
建
築
材
や
燃
料
材
は
大

半
が
ク
リ
で
あ
る
こ
と
が
、
遺
跡
の
出
土

品
か
ら
わ
か
っ
て
い
る
。

　

本
樹
の
形
状
寸
法
は
、
樹
高
一
二
・
三

〇
㍍
、
幹
周
五
・
九
五
㍍
、
根
元
周
七
・

三
五
㍍
で
、
幹
は
地
上
約
二
㍍
か
ら
四
方

に
分
岐
さ
せ
大
き
な
樹
冠
を
形
成
し
て
い

る
。
ま
た
、
主
幹
樹
皮
は
幾
筋
も
の
凹
凸

が
縦
縞
と
な
り
、
捩
れ
る
よ
う
に
主
枝
へ

と
つ
な
が
る
奇
観
で
美
し
く
、
威
厳
さ
え

感
じ
る
。
推
定
樹
齢
二
七
〇
年
の
巨
木
で
、

平
成
二
八
年
四
月
二
六
日
、
県
の
天
然
記

念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
枝
張
り
は
東

一
〇
・
三
〇
㍍
、
西
一
〇
・
四
〇
㍍
、
南
八
・

七
〇
㍍
、
北
一
〇
・
八
〇
㍍
と
均
整
の
と

れ
た
大
き
な
笠
状
の
樹
形
が
美
し
い
。

　

県
内
で
も
屈
指
の
ク
リ
の
巨
木
に
会
い

に
出
か
け
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。
き
っ

と
圧
倒
さ
れ
パ
ワ
ー
を
も
ら
え
る
に
ち
が

い
な
い
。
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原
稿
が
掲
載
さ
れ
る
頃
に
は
、
周
辺
の

山
々
の
紅
葉
と
湿
原
の
草
紅
葉
が
楽
し
め

る
頃
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

【
猫
魔
ヶ
岳
】

　

猫
魔
ヶ
岳
は
先
ほ
ど
述
べ
た
猫
魔
火
山

の
活
動
の
う
ち
、
五
〇
万
年
前
～
四
〇
万

年
前
の
活
動
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
ま
し

た
。
猫
魔
ヶ
岳
山
頂
か
ら
は
、
南
側
に
猪

苗
代
湖
、
東
側
に
磐
梯
山
、
北
側
に
桧
原

湖
を
望
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
磐
梯
山
は

五
万
年
前
と
一
八
八
八
年
に
二
度
の
山
体

崩
壊
を
起
こ
し
た
と
い
わ
れ
て
お
り
、
そ

の
時
に
川
が
せ
き
止
め
ら
れ
て
誕
生
し
た

の
が
猪
苗
代
湖
と
桧
原
湖
で
す
。
裏
磐
梯

の
桧
原
湖
を
は
じ
め
と
す
る
大
小
三
〇
〇

も
の
湖
沼
群
は
た
っ
た
一
三
〇
年
ほ
ど
の

歴
史
し
か
な
い
と
い
う
の
は
驚
き
で
す
。

　

そ
の
土
地
を
特
徴
付
け
る
地
形
の
ル
ー

ツ
を
学
ぶ
の
は
お
も

し
ろ
い
も
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
県
北
地

方
で
も
地
形
の
ル
ー

ツ
を
学
べ
る
ス
ポ
ッ

ト
を
み
つ
け
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

六
月
の
原
木
市
場
へ
の
入
荷
状
況
は
、
前
月
比
一
〇
㌫
増
（
前
年
比
九

㌫
増
）
の
二
四
、
八
四
五
立
方
㍍
と
な
っ
て
い
る
。

　

販
売
量
は
、
前
月
比
一
五
㌫
増
（
前
年
比
変
わ
ら
ず
）
の
二
四
、
七
二

五
立
方
㍍
と
な
っ
て
い
る
。

　

七
月
の
価
格
は
保
合
い
と
な
っ
て
い
る
。

ジ
オ
サ
イ
ト
で
学
ぶ

　
～ 

磐
梯
山
ジ
オ
パ
ー
ク 

～

　

近
年
、
火
山
や
地
形
、
豊
か
な
動
植
物

等
を
学
ぶ
場
所
と
し
て
ジ
オ
パ
ー
ク
と
い

う
考
え
方
が
注
目
さ
れ
て
お
り
、
福
島
県

に
は
磐
梯
山
を
中
心
と
し
た
ジ
オ
パ
ー
ク

が
あ
り
ま
す
。
私
は
県
北
農
林
事
務
所
の

配
属
で
す
が
、
週
末
は
会
津
地
方
で
過
ご

す
こ
と
が
多
い
こ
と
も
あ
り
、
今
回
は
地

元
の
北
塩
原
村
に
あ
る
二
つ
の
ジ
オ
サ
イ

ト
、
雄
国
沼
、
猫
魔
ヶ
岳
を
紹
介
い
た
し

ま
す
。

　

※
ジ
オ
サ
イ
ト
：
ジ
オ
パ
ー
ク
を
特
色

づ
け
る
見
学
場
所
や
拠
点

【
雄
国
沼
】

　

雄
国
沼
は
標
高
一
〇
八
九
㍍
に
位
置
し

て
お
り
、
周
辺
を
山
々
に
囲
ま
れ
た
地
形

を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
カ
ル
デ
ラ
地
形

（
火
山
活
動
で
で
き
た
凹
地
）
と
呼
ば
れ

る
も
の
で
、
二
つ
の
時
期
（
一
〇
〇
万
年

前
～
七
〇
万
年
前
と
五
〇
万
年
前
～
四
〇

万
年
前
）
の
猫
魔
火
山
の
活
動
に
よ
り
形

成
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、
雄
国
沼
湿

原
植
物
群
落
と
し
て
国
の
天
然
記
念
物
に

指
定
さ
れ
て
お
り
、
六
月
に
は
レ
ン
ゲ
ツ

ツ
ジ
、
七
月
に
は
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
の
大

群
落
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の

小　

椋　
　
　

佳

県
北
農
林
事
務
所

素材の価格〈工場着価格〉（７月15日現在）
（単位：㎥当り千円）

区分
形　　量

材質 樹 種
会　津　共　販 い　　わ　　き

径（㎝）長さ（ｍ） 当　　月 前月差 当　　月 前月差

一
般
用
材

12以下

4.00

並 カラマツ 7（ 6～ 8） 7 （ 6～ 9） 0

13～14 並 カラマツ 9（ 8～ 9） 8 （ 7～ 8） 0

16以上 並 カラマツ 13 （13～13） 0 10 （ 9～11） 0

区　分
形　　量

材質 樹 種
中 通 り 地 方 会　津　地　方 浜 通 り 地 方 県　　平　　均

径（㎝）長さ（ｍ） 当　　月 前月差 当　　月 前月差 当　　月 前月差 当　　月 前月差

一
般
用
材

小
5～9

4.00
並

スギ
 9 （ 8～10） 0 　（ 0～ 0）  9 （ 8～ 9） 0  9 （ 8～10） 0

10～14 並 11 （10～12） 0 11 （11～11） △1 11 （11～11） 0 11 （10～12） 0

中

14～22

3.00
並 スギ 11 （11～12） 0 　（ 0～ 0） 10 （ 9～12） 0 11 （ 9～12） 0

並 ヒノキ 18 （13～24） 0 　（ 0～ 0） 15 （15～15） 1 16 （13～24） 0

6.00
並 スギ 16 （15～17） 0 11 （10～12） 0 16 （15～16） 1 14 （10～17） 0

並 ヒノキ 29 （24～34） 0 　（ 0～ 0） 21 （18～24） 0 25 （18～34） 0

20～28

3.65 並
スギ

11 （10～12） 0 10 （10～11） 0 11 （11～12） 0 11 （10～12） 0

4.00 並 11 （10～12） 0 11 （11～11） 0 12 （11～12） 1 11 （10～12） 0

4.00 並
アカマツ

 9 （ 7～11） 0 　（ 0～ 0）  9 （ 9～ 9） 0  9 （ 7～11） 0

1.80 並  8 （ 5～10） 0 　（ 0～ 0）  7 （ 6～ 7） 0  7 （ 5～10） 0

外
材

米
材
（
定
尺
）

30以上 10.00
並 米ツガ 　（ 0～ 0） 　（ 0～ 0） 28 （28～28） 0 28 （28～28） 0

並 米マツ  （ 0～ 0） 30 （30～30） △2 29 （28～29） 0 29 （28～30） △1
北
洋
材
（
定
尺
）

28以下

3.80 並 エゾマツ 　（ 0～ 0） 　（ 0～ 0） 28 （27～28） 0 28 （27～28） 0

4.00
並 アカマツ 　（ 0～ 0） 　（ 0～ 0） 25 （25～25） 0 25 （25～25） 0

並 カラマツ 　（ 0～ 0） 　（ 0～ 0） 25 （25～25） 2 25 （25～25） 2

パルプ
用材

並 マツ  6 （ 6～ 6） 0 　（ 0～ 0）  5 （ 5～ 5） 0  6 （ 5～ 6） 0

並 広葉樹  9 （ 9～ 9） 0 　（ 0～ 0）  6 （ 6～ 6） 0  8 （ 6～ 9） 0

猫魔ヶ岳山頂から望む磐梯山

注）１．前月差の△印は値下りを示す。
　　２．（　）内は各地域の価格幅、（　）外は各

地域の平均的価格を示す。
　　３．一般用材カラマツは工場着価格ではなく、

福島県森林組合連合会の会津共販所・い
わき木材流通センターの素材市売価格を
示す。

　　４．各地域の価格について、異常値が生じた
場合には県平均算出から除く場合がある。
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お知らせコーナー

福

島

県

福
島
県
内
四
森
林
管
理
署

福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会

福
島
県
森
林
組
合
連
合
会

福
島
県
木
材
協
同
組
合
連
合
会

福
島
県
農
林
種
苗
農
業
協
同
組
合

ふ
く
し
ま
緑
の
森
づ
く
り
公
社

森
林
研
究
・
整
備
機
構
福
島
水
源
林
整
備
事
務
所

福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会

（
福
島
市
中
町
五
番
一
八
号
県
林
業
会
館
内
）

水

戸

典

明

陽

光

社

印

刷

株

式

会

社

　
　
　
　
　
　
（
定
価　

一
〇
八
円
）

編　

集

発　

行

発
行
人

はなしの
ひろば

ふ
る
さ
と
の
山
に
向
か
い
て

表紙の写真

「薪割り」
　第13回ふくしま森林・林業写真
コンクール入選
受賞者　佐藤浩之さん（須賀川市）
撮影場所：須賀川市

　

散
歩
途
中
に
、
一
人
の
婦
人
に
道
を
尋
ね
ら
れ
た
。
右
手
に
し
っ
か
り
と
握
り
し
め

て
い
た
地
図
を
示
し
「
こ
の
旅
館
に
行
き
た
い
の
で
す
が
…
」
と
。
私
も
帰
り
道
で
あ

り
「
ご
一
緒
し
ま
す
」
と
言
う
と
、
丁
重
に
頭
を
下
げ
ら
れ
た
。
ち
ょ
う
ど
夕
刻
で
あ
り
、

私
達
は
、
大
き
な
夕
焼
け
に
向
か
っ
て
歩
き
始
め
た
。
土
手
の
少
し
軽
く
な
っ
た
芒
の

穂
が
、
逆
光
を
浴
び
て
き
ら
め
い
て
い
る
。
風
と
も
つ
れ
あ
い
な
が
ら
風
の
形
に
遊
ん

で
い
る
。
そ
の
き
ら
め
く
色
は
、
も
う
す
で
に
深
ま
り
い
く
秋
の
色
だ
。

　
「
ど
ち
ら
か
ら
で
す
か
」
と
尋
ね
る
と
「
岩
手
の
平
泉
で
す
。
四
〇
年
前
に
こ
の
町
を

出
て
平
泉
に
移
り
ま
し
た
。
今
日
は
、
会
津
若
松
に
旅
行
で
し
た
が
、
故
郷
の
秋
祭
り

も
懐
か
し
く
て
足
を
の
ば
し
ま
し
た
。
も
う
こ
の
町
に
は
、
一
人
の
身
内
も
お
り
ま
せ

ん
が
、
こ
の
山
々
が
本
当
に
懐
か
し
く
て
涙
が
で
ま
す
」
と
目
頭
を
お
さ
え
て
い
た
。
婦

人
の
内
に
は
、
四
〇
年
前
の
故
郷
の
風
景
や
ご
自
身
の
姿
が
一
気
に
蘇
っ
て
き
た
の
だ

ろ
う
。
ま
だ
十
分
に
紅
葉
と
は
言
え
な
い
故
郷
の
山
々
は
、
そ
れ
で
も
優
し
く
「
お
か

え
り
」
と
言
っ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。
私
に
と
っ
て
は
見
慣
れ
た
山
々
だ
っ
た
が
、
婦

人
と
歩
を
進
め
て
い
く
う
ち
に
、
石
川
啄
木
の
「
ふ
る
さ
と
の
山
に
向
か
い
て
言
う
こ

と
な
し
／
ふ
る
さ
と
の
山
は
あ
り
が
た
き
か
な
」
の
短
歌
が
思
い
だ
さ
れ
る
。
故
郷
を

懐
か
し
む
思
い
は
、
誰
も
が
と
て
も
深
く
て
、
と
て
も
優
し
い
。

　

こ
の
婦
人
と
は
、
旅
館
の
前
で
別
れ
た
が
、
勇
壮
な
秋
祭
り
の
太
鼓
を
聞
き
な
が
ら
、

旅
の
宿
で
ひ
と
り
、
婦
人
は
何
を
思
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
「
郷
愁
」
が
、
一
番
似
合
う
季
節
に
な
っ
て
き
た
。 
（
都
）

「第42回福島県林業祭を開催します」
　福島県林業祭とは、県民の皆さまに森林・林業・木材産業の魅力等を感じていただくことを目的
として、例年秋に開催しているイベントです。
　今年度は次のとおり実施しますので、ぜひ皆さま福島県林業研究センターへお越しください。
１．日　時
　　10月21日（土）10：00～16：00　10月22日（日）９：30～15：30
２．場　所
　　福島県林業研究センター（福島県郡山市安積町成田字西島坂１）
３．入場料
　　無料
４．主なイベント
　　木工・竹細工体験、模擬上棟式（餅まき）、林業担い手の

主張（22日）、福島県きのこまつり（きのこ品評会、品評会
出品物販売）、スタンプラリー、その他飲食、農林水産物販売、
復興PRコーナー等ブース多数

５．その他
　⑴　開会式（21日10：00～）に参加いただいた方先着で『福島県産なめたけの大瓶』プレゼント
　⑵　22日（日）来場者先着でいわきゴールドしいたけの『菌床』プレゼント
６．ホームページ
　　http://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/36055c/h29ringyousai-00.html

大人気の木工工作コーナー（Ｈ28）



山火事で受けた
損害

《ご相談・お申し込みは》
◆福島県森林組合連合会
　TEL024-523-0255㈹
　または最寄りの森林組合

《保険の対象となる森林》
　竹林や人手の全く入らない天然林を
除き、面積が0.01ha以上であれば、
樹種、林齢に加入制限はありません。

備えのパートナー  森林保険
こんな災害からあなたの山を守ります。

火災1
暴風による根返
り、幹折れなどの
損害

風害2
豪雨、洪水による
埋没、水没、流失
などの損害

水害3

凍結、寒風などに
よる枯死などの損
害

凍害6
潮風、潮水浸水な
どによる枯死など
の損害

潮害7
火山噴火による焼
損、幹折れ、埋没、
根返りなどの損害

噴火災8

大量の積雪によ
る幹折れ、根返り
などの損害

雪害4
乾燥による枯死な
どの損害

干害5
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本社　〒103－0016　東京都中央区日本橋小網町１番８号　　TEL.03-6837-9422　FAX.03-6837-9423

ヤシマスミパイン乳剤
ヤシマスミパインMC
グリンガードNEO
バークサイドF
ヤシマNCS
モリエートマイクロカプセル
マツグリーン液剤2
マッケンジー

与作シート（茶・白）
折りたたみ式
専用キャリーバック使用（　　　　　　 ）

住化グリーン株式会社

野生獣類から大切な
植栽木を守る
ヤシマレント

大切な日本の松を守る
住化グリーンの林業薬剤

蜂さされ防止
ハチノックL（巣退治）
ハチノックS（携帯用）

ヤマビル対策に
マリックスター（駆除剤）

タケを駆除する
クロレートS

くん蒸用生分解性シート

クロレートS粒剤

竹・ササの防除に

打ち込み上手

アメシロなどの
害虫防除殺虫剤

ハスクバーナー・ゼノア㈱福島県代理店

㈲うねめ林業機械
TEL（024）952－2657・FAX（024）951－7775　〒963－0211　郡山市片平町字新蟻塚108の１

水冷ディーゼル
967634301
￥3,580,000（税抜）

SR3100
竹もOK!

出力　18.4kW（質量1,330㎏）

最大処理径

200㎜

ZHM1550
出力　27.5kW（質量1600㎏）

967081901
￥5,860,000（税抜）

ZHM800
出力　7.4kW（質量230㎏）

967088901
￥748,000（税抜）

 チッパシュレッダ  ハンマナイフモア
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